
学
界
消
息

　
　
　
再
挙
砥
究
会
関
係

史
学
研
究
会
六
月
例
会

　
六
月
二
日
　
（
↓
ふ
）
午
後
一
時
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
　
陳
列
館
第
二
教
室

　
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
東
南
ア
ジ
ア
の
地
域
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
岡
　
　
武
氏

　
ト
ル
凝
・
ア
フ
ガ
ー
ン
・
モ
ゴ
ー
ル
征
服
無
謬
…

　
時
代
の
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
の
史
蹟

　
　
ー
ス
ラ
イ
ド
使
用
一
　
　
恵
谷
　
俊
之
氏

七
月
例
会

　
七
月
七
田
（
土
）
午
後
一
時
よ
り
於
楽
友
会
館

　
天
理
市
東
．
大
響
由
宵
墳
の
調
査

　
　
ー
ス
ラ
イ
・
ド
繍
臥
飛
一
　
　
　
A
黒
　
関
　
　
　
恕
氏

　
　
　
国
史
学
関
係

読
史
会
春
挙
見
学
旅
行
・
歓
迎
会

　
読
史
会
恒
例
の
春
季
見
学
旅
行
は
、
新
入
生
の
歓

　
迎
会
を
兼
ね
、
五
月
十
七
難
行
な
わ
れ
た
。
嶺
撮

　
は
折
あ
し
く
雨
天
で
あ
っ
た
が
、
松
庵
神
歓
一
西

　
芳
考
一
大
原
野
神
赴
一
勝
梼
専
を
巡
圓
、
勝
持
寿

　
に
て
駈
入
生
（
五
名
）
の
歓
迎
会
を
開
き
、
最
後

　
に
東
映
京
都
撮
影
所
を
見
学
し
て
散
会
し
た
。

　
　
　
東
洋
史
関
係

新
三
園
生
歓
迎
会
　
四
月
二
七
日
（
金
）

　
新
三
三
生
八
名
を
迎
え
、
漁
戸
溝
涼
寺
に
て
瀾
催

巾
世
史
研
究
会

内
瞬
月
露
躊
（
麟
）

　
清
談
に
つ
い
て

　
唐
五
代
の
童
行
制
度

　
五
月
二
七
箔
（
凪
）

　
『
東
洋
史
研
究
』

　
題

百
万
遍1

百
万
遍

神
戸
屋

炎
　
　
舞
子

藤
善
　
真
澄

神
戸
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
○
巻
糊
号
一
穴
朝
史
の
諸
問

　
　
　
蒋
集
丹
一
合
評
会

　
　
　
西
洋
吏
関
係

顕
洋
史
読
欝
会
例
会
　
　
於
　
京
大
葱
洋
史
研
究
室

　
五
月
十
九
損
（
土
）

　
酎
洋
史
読
欝
会
第
九
画
春
季
大
会
の
圃
顧

　
六
月
十
六
日
（
土
）

　
日
本
西
洋
史
学
会
第
十
三
回
大
会
の
矧
顧

　
山
ハ
臼
〃
二
ゐ
一
　
鵡
翼
　
（
⊥
工
）

　
端
西
洋
史
学
』
策
五
十
竃
輯
の
黒
戸

　
六
月
三
十
潟
（
土
）

・
十
一
、
二
世
紀
の
ビ
ザ
ン
ツ
封
建
所
帯
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
米
田
治
泰

　
　
　
地
理
学
関
係

漸
三
園
生
、
新
講
師
歓
迎
会

　
五
月
十
二
環
（
土
）
、
夕
刻
よ
り
河
原
町
竃
条
「
ア

　
サ
ヒ
ビ
ヤ
ホ
ー
ル
」
に
鞭
て
、
七
名
の
新
三
圃
生

　
及
び
今
年
度
蹴
講
さ
れ
る
大
島
獲
幽
翠
の
歓
迎
会

　
を
關
剛
催
し
た
。
参
会
潜
五
十
一
名
。

人
丈
地
理
学
会
　
第
履
七
会
働
会

　
六
月
二
｝
諜
門
口
午
後
ご
時
　
　
　
於
　
　
大
望
離
す
細
黙
大
学

　
朝
鮮
の
醗
城
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
矢
守
　

一
彦

　
近
江
盆
地
の
河
川
に
つ
い
て
　
　
　
中
山
　
正
民

　
北
、
部
タ
イ
の
民
族
　
　
　
　
　
　
岩
隣
　
慶
治

編
集
後
記

　
い
つ
ま
で
も
厳
し
い
残
曇
が
続
き
ま
す
が
、
三
三

お
過
し
で
し
よ
5
か
、
お
伺
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
本

年
第
四
修
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
な
お
大
幅
に
お

く
れ
て
お
り
ま
す
が
、
逐
次
園
復
し
つ
つ
あ
る
こ
と

で
、
御
了
承
下
さ
い
。
五
葺
は
閤
下
組
版
進
行
中
に

て
、
引
続
き
十
月
中
旬
ま
で
に
刊
行
の
予
定
で
す
。

別
報
会
告
に
て
御
覧
の
通
り
、
来
る
十
“
月
｝
・

二
・
三
田
に
は
恒
例
の
通
り
大
会
を
開
催
い
た
し
ま

す
。
多
数
御
来
会
を
お
待
ち
い
た
し
ま
す
。
な
お
、

本
誌
に
対
し
、
本
年
度
も
文
部
省
研
究
成
果
刊
行
費

補
助
金
（
定
期
刊
行
物
）
の
交
配
を
う
け
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
闘
係
沓
位
の
御
妊
意
に
摩
く
感
謝
い

た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
原
　
真
）

｝勧

ｿ
蟹
朋
二
語
翻
　
定
価
二
蔭
円

　
吏
林
（
第
謡
物
第
四
号
）

　
　
　
　
京
郡
市
歩
車
ぼ
吉
田
本
町

　
　
　
　
京
点
穴
学
文
学
部
内

発
行
所
史
学
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
薯
家
都
玉
一
五
憲
奮

　
　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
　
宮
晦
市
定

　
　
　
京
都
市
下
京
鷺
西
七
条
獅
所
ノ
内
襲
町
三
九

印
欄
所
　
　
　
中
村
印
　
刷
株
式
会
社

152 （636）


